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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 非 磁 性 基 板 上 に 形 成 す る 第 １ の 下 地 膜 が 非 磁 性 か つ ア モ ル フ ァ ス 構 造 を 有 す る Ｎ ｉ Ｔ ａ
合 金 を 含 ん で 成 り 、 そ の 上 の 第 ２ の 下 地 膜 が 少 な く と も Ｃ ｒ 及 び Ｔ ｉ を 有 す る 合 金 を 含 ん
で 成 り 、 そ の 上 に Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ 合 金 を 有 す る 第 １ の 磁 性 膜 、 Ｒ ｕ を 有 す る 非 磁 性 中 間 膜 、
Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ Ｂ 合 金 を 有 す る 第 ２ の 磁 性 膜 が 順 次 形 成 さ れ た 磁 気 記 録 媒 体 に お い て 、 前 記
第 １ の 下 地 膜 と 前 記 第 ２ の 下 地 膜 の 界 面 に 酸 素 が 存 在

磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 記 録 媒 体 に お い て 、 前 記 酸 素 は 前 記 界 面 に 局 所 的 に 散 在 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 磁 気 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ の 下 地 膜 の Ｔ ｉ 濃 度 が １ ０ ａ ｔ ％ 以 上 １ ５ ａ ｔ ％ 以 下 で あ り 、 第 １ の 磁 性 膜 で あ る
Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ 合 金 の Ｐ ｔ 濃 度 が ３ ａ ｔ ％ 以 上 ８ ａ ｔ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 記 録 媒
体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 非 磁 性 基 板 上 に 非 磁 性 か つ ア モ ル フ ァ ス 構 造 を 有 す る Ｎ ｉ Ｔ ａ 合 金 の 第 １ の 下 地 膜 を 形
成 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 第 １ の 下 地 膜 を 酸 素 雰 囲 気 に 曝 す 第 ２ の ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ の 下 地 膜 を 形 成 す る ス
テ ッ プ と 、 第 ２ の 下 地 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ の 間 の 酸 素 分 圧 と 該 酸 素 雰 囲 気 に 曝 す 時 間 の
積 が １ ５ (ｍ Ｐ ａ ・ 秒 )以 上 ３ ５ (ｍ Ｐ ａ ・ 秒 )以 下 で あ る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、

し 、
第 ２ の 下 地 膜 の 膜 厚 が ５ ｎ ｍ 以 上 １ ５ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 第 １ の 磁 性 膜 及 び 第 ２ の 磁 性 膜 に
よ り 重 な っ た 位 置 に 出 る (１ １ .０ )回 折 ピ ー ク に お け る ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 が ８ °
以 下 で あ る



　 第 １ の 下 地 膜 上 に 少 な く と も Ｃ ｒ 及 び Ｔ ｉ を 含 む 合 金 を 有 す る 第 ２ の 下 地 膜 で あ っ て 、
Ｔ ｉ 濃 度 が １ ０ ａ ｔ ％ 以 上 １ ５ ａ ｔ ％ 以 下 で あ る 第 ２ の 下 地 膜 を 形 成 す る 第 ３ の ス テ ッ プ
と 、
　 第 ２ の 下 地 膜 上 に Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ 合 金 を 有 す る 第 １ の 磁 性 膜 で あ っ て Ｐ ｔ 濃 度 が ３ ａ ｔ ％
以 上 ８ ａ ｔ 以 下 で あ る 第 １ の 磁 性 膜 、 Ｒ ｕ を 有 す る 非 磁 性 中 間 膜 、 Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ Ｂ 合 金 を
有 す る 第 ２ の 磁 性 膜 を 、 順 次 、 形 成 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、 を 有 す る 磁 気 記 録 媒 体 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 非 磁 性 基 板 上 に 非 磁 性 か つ ア モ ル フ ァ ス 構 造 を 有 す る Ｎ ｉ Ｔ ａ 合 金 の 第 １ の 下 地 膜 を 形
成 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 第 １ の 下 地 膜 を 酸 素 雰 囲 気 に 曝 す 第 ２ の ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ の 下 地 膜 を 形 成 す る ス
テ ッ プ と 、 第 ２ の 下 地 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ の 間 の 酸 素 分 圧 と 該 酸 素 雰 囲 気 に 曝 す 時 間 の
積 が ２ ０ (ｍ Ｐ ａ ・ 秒 )以 上 ４ ０ (ｍ Ｐ ａ ・ 秒 )以 下 で あ る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 第 １ の 下 地 膜 上 に 少 な く と も Ｃ ｒ 、 Ｔ ｉ 及 び Ｂ を 含 む 合 金 を 有 す る 第 ２ の 下 地 膜 で あ っ
て 、 Ｔ ｉ 濃 度 が １ ０ ａ ｔ ％ 以 上 １ ５ ａ ｔ ％ 以 下 で あ る 第 ２ の 下 地 膜 を 形 成 す る 第 ３ の ス テ
ッ プ と 、
　 第 ２ の 下 地 膜 上 に Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ 合 金 を 有 す る 第 １ の 磁 性 膜 で あ っ て Ｐ ｔ 濃 度 が ３ ａ ｔ ％
以 上 ８ ａ ｔ 以 下 で あ る 第 １ の 磁 性 膜 、 Ｒ ｕ を 有 す る 非 磁 性 中 間 膜 、 Ｃ ｏ Ｃ ｒ Ｐ ｔ Ｂ 合 金 を
有 す る 第 ２ の 磁 性 膜 を 、 順 次 、 形 成 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、 を 有 す る 磁 気 記 録 媒 体 の 製 造
方 法 。
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